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はやぶさ 2搭載中間赤外カメラ TIRは 2018年 8月1日に小惑星 Ryuguの高解像度一
自転観測 (∼4.5 m/pixel)を実施した．その結果，Ryugu表面は平坦な温度履歴を示した．
これは平坦な面と比較してラフネスがある場合は朝方および夕方でも太陽に面した高

温の斜面がTIR視野に入ることに起因すると考えられる．そこで，ラフネスモデルを用
いた熱計算による温度履歴 (Senshu et al., 2017)と観測温度履歴の比較を行い，全球の熱
慣性分布およびラフネス分布を調査した．ラフネスモデルを用いた熱計算では熱慣性

を 10から 800 J m−2 K−1 s−0.5 まで，ラフネスの程度を0 (平坦)から0.5 (凹凸度大)まで変
化させた．その結果，Ryugu表面熱慣性は緯度経度に対して均質な分布を示し，平均
熱慣性 210±50 J m−2 K−1 s−0.5 が得られた．この値は地上観測 (Müller et al., 2017)および
MASCOT搭載熱放射計MARAによるその場観測 (Grott et al., 2019)と調和的である．一
方，全球平均ラフネスは十分な凹凸度に対応する 0.42±0.02であった．均質な平均ラフ
ネスは数 m級のボルダで埋め尽くされた Ryugu表面と整合的と考えられる．さらに本
研究では自然クレータに着目し，クレータ内部および周囲に熱慣性を調査した．対象

は Ryuguの自然クレータリスト (Hirata et al., 2020)のうち明瞭なクレータである type I,
IIのクレータとした．その結果，クレータサイズと熱慣性の明瞭な相関は見られず，ク
レータ周囲のイジェクタ堆積層も検出されなかった．これらは Ryuguではクレータ形
成による表層の圧密やイジェクタ粒子の堆積では熱物性が変化しないことを示唆して

いる．
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